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◆ニックネーム・グループ名（人数）

Kind Moon ( 5 人）

タイトル 水と未来

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

6 14

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

沐浴がコロナ感染拡大の原因になっているというニュースに、茶色く濁
ったガンジス川が映っていた。一般に日本の水や川は綺麗だと言われて
いるが、高校生はどう考えているのかに興味を持ち、調査することにし
た。

令和3年7月30日

　豊橋市の主な水源は豊川である。また柳生川や梅田川など沢山の川があり、太平洋にも面している
。その他にも豊橋市には工場が多く、工業用水の問題もある。それらの水質改善･維持をしていくこ
とが課題と考えた。

　アンケートの結果から、現在ウォーターサーバーなどの飲料水を使う家庭が多く、水道水を安心し
て使用できない現状であることが分かる。そこで私たちは水道水の安全性を確保したいと考える。そ
れに加え、豊橋市では農業用水としての使用も多いことから、綺麗な水をいつでも得られる未来を目
指している。

　クラスでアンケートをとると、資料の通り半数は水道水を飲まないという結果が出た。その理由に
は、カルキが気になるという回答が複数あった。カルキとは水の消毒に用いる塩素のことで、カルキ
の使用量を減らすことは水質改善につながる。そのために私たちができることとして川にゴミを捨て
ないこと、洗剤や油を流しすぎないことが挙がった。水質改善には一人一人の意識が必要だ。まずは
私たちから実践していこうと思う。
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◆ニックネーム・グループ名（人数）

( 4 人）

タイトル

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

3 6 11

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

目指せ事故0！

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

目指せ事故0！

愛知県は全国的に見ても交通事故が多く、自分が加害者や被害者になら
ないように、どのようなことに気をつければいいか様々な年代の方の視
点を聞き、自分たちにできることはないか考えるきっかけにしたいと思
った。

令和3年7月28日

　地域の方々から度々指摘される自転車のマナー違反を解決したい。飛び出しや信号無視、車が多く
通る所での危険運転などによる意識すれば防げる事故などの課題解決に努めたい。

　愛知県は事故が多いため、地域住民全員が、交通事故などの危険をしっかりと理解し、子供からお
年寄りまで、ルールを守って安全に過ごせる街を作っていきたい。交通ルールがある理由をしっかり
考えて行動することで、自己のない社会を目指していきたい。

　今回、危険な場所だと思う所に実際に行ってみて、なぜそんなに危険なのかについて考えました。
また大人にどんな時に危ないと感じるかと、交通事故防止のために子供に守ってほしいことについて
アンケートをとりました。運転手側と歩行者側が危険だと感じるところがほとんど一致していたため
、どちらかが注意をするのではなく、どちらもお互いのことを考えて自分も相手も安全に過ごせるよ
うにする必要があると思いました。
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◆ニックネーム・グループ名（人数）

みなわしも ( 5 人）

タイトル 地震による水問題

活動の動機

取組・活動 実施日

ゴール

3 6

解決したい地域の課題

目指す将来の姿

活動の内容

豊橋市高校生SDGsチャレンジ活動

授業の一環で豊橋の安心安全について調べることになりました。その中
で、私たちは東日本大震災の水問題に着目しました。そこで、豊橋市民
に必要な水の備蓄はどのくらいなのか活動を通して調べることにしまし
た。

令和3年8月10日から令和3年8月13日

　東日本大震災の時、水道の断水により水を確保することが困難だったことを知りました。南海トラ
フ巨大地震が起きた時にも水道の断水は起こるかも知れません。そのため地震の時に起こる水不足の
問題を解決したいです。

　災害が起こった際の食糧不足は東日本大震災や熊本地震の際に大変な問題となりました。せっかく
災害からは助かり避難所に着いたのに、避難所で健康を損ね災害関連死が増えては意味がありません
。多くの命が助かるために一人一人が意識を高め、多くの人に『自分で備蓄しておくことの大切さ 
』が広まればいいなと思います。

　グループのメンバー全員で夏休み3日間の飲料水の摂取量を調べ、平均を取りました。そして、実
際の豊橋市にある避難所の飲料水備蓄量、市民一人あたりにある水の量を計算して比較しました。し
かし、飲料水以外の使用用途を考慮しなければならないこと、市民全員が等しく水を貰える訳では無
いこと、避難所にある備蓄量の分だけの人が綺麗に分散することはないことなどに改めて気づき、私
たちでもできることを探し、話し合いました。

304


